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『
詞
源
』
宮
調
俗
名
考

1
そ
の
命
名
法
に
見
る
「
読
み
替
え
の
構
造
」
～明

　
木
　
茂
　
夫

は
じ
め
に

　
中
国
の
音
階
は
絶
対
音
階
で
あ
る
十
二
律
呂
に
相
対
音
階
の
七
声
を
配
置
す
る
こ
と
で
構
成
さ
れ
、
そ
の
調
名
は
基
本
的
に
は
律
呂

と
七
声
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
る
「
律
呂
名
」
が
用
い
ら
れ
る
。
し
か
し
こ
れ
と
は
別
に
、
燕
楽
で
は
悪
名
に
俗
名
が
用
い
ら
れ
る
こ
と

が
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
俗
名
に
つ
い
て
は
『
宋
史
・
楽
志
』
や
『
自
差
補
筆
談
』
等
多
く
の
資
料
に
記
述
が
あ
る
が
、
理
論
的

に
成
立
す
る
八
十
四
調
全
て
に
つ
い
て
そ
の
俗
名
を
列
記
し
て
い
る
資
料
と
し
て
は
、
南
宋
張
炎
『
詞
源
』
巻
上
「
十
二
律
呂
し
を
先

ず
挙
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
さ
て
こ
の
『
詞
源
』
に
見
え
る
「
律
呂
名
」
と
「
俗
名
」
だ
が
、
一
見
し
て
大
変
不
可
思
議
で
あ
る
。
こ
れ
は
あ
る
調
の
正
式
名
と

そ
の
俗
名
と
言
う
よ
う
な
単
純
な
見
方
で
は
と
て
も
理
解
で
き
な
い
対
応
関
係
に
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
「
無
斎
宮
」

の
俗
名
は
「
黄
昏
宮
」
で
あ
る
。
し
か
し
「
黄
鍾
宮
」
と
言
え
ば
形
の
上
で
は
立
派
な
律
呂
名
で
、
事
実
同
名
の
律
呂
名
が
存
在
す
る
。

従
っ
て
律
呂
名
の
「
黄
洛
陽
」
と
俗
名
の
「
黄
鍾
宮
」
は
全
く
の
別
物
で
あ
り
、
且
つ
律
呂
名
の
「
黄
落
宮
」
は
俗
名
「
正
黄
酒
宮
」

で
あ
る
、
と
い
う
誠
に
複
雑
怪
奇
な
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
一
方
で
は
「
林
鍾
商
」
の
俗
名
「
歌
誌
調
」
や
「
黄

鍾
羽
」
の
俗
名
「
般
渉
調
」
の
如
き
は
、
我
々
の
想
起
す
る
「
俗
名
」
と
い
う
概
念
に
合
致
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
総
じ
て
考
え

る
に
こ
う
し
た
律
呂
名
と
俗
名
は
、
単
な
る
名
称
の
変
更
か
ら
、
何
ら
か
の
規
則
性
を
持
っ
た
命
名
法
ま
で
、
複
数
の
要
因
が
複
雑
に

交
錯
し
て
成
立
し
て
い
る
と
言
え
る
。
こ
の
異
調
の
俗
名
の
命
名
法
の
仕
組
み
を
理
解
で
き
れ
ば
、
中
国
の
音
階
理
論
の
理
解
に
も
大
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中
国
文
学
論
集
　
第
二
十
四
号

き
く
役
立
つ
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
こ
の
『
詞
源
』
の
宮
調
俗
名
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
分
類
し
、
そ
こ
に
存
在
す
る
規
則
性
を
い
さ
さ
か

で
も
抽
出
し
、
そ
こ
か
ら
こ
の
俗
名
の
構
造
的
特
徴
を
考
察
し
て
み
よ
う
、
と
い
う
の
が
小
論
の
主
旨
で
あ
る
。

　
『
詞
源
』
巻
上
「
十
二
律
呂
」
で
は
、
十
二
の
律
呂
毎
に
そ
れ
ぞ
れ
七
つ
の
宮
調
、
合
計
八
十
四
調
が
列
記
さ
れ
、
そ
の
下
に
対
応

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け

す
る
俗
名
が
置
か
れ
て
い
る
。
今
、
考
察
の
手
順
と
し
て
、
こ
の
俗
名
を
以
下
の
如
く
極
々
大
ま
か
に
四
種
類
に
分
類
し
て
み
よ
う
。

　
↓
、
正
式
名
に
対
す
る
俗
名
た
る
俗
名
、
言
い
替
え
れ
ば
俗
名
ら
し
い
俗
名
。
そ
の
名
称
に
十
二
律
呂
や
混
声
七
声
と
一
致
な
い
し

は
関
連
す
る
文
字
列
が
含
ま
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
即
ち

　
　
大
石
調
　
小
石
調
　
般
渉
調
　
歓
指
調
　
正
平
調
高
平
調
　
双
調
　
越
調
　
高
宮
　
三
宮

　
二
、
一
の
俗
名
と
何
ら
か
の
規
則
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
も
の
。
例
え
ば
「
大
石
調
」
に
対
す
る
「
大
石
角
」
は
、
明
ら
か
に
後

者
が
前
者
の
同
系
列
の
調
で
あ
る
こ
と
を
想
像
さ
せ
る
。
他
に
は

　
　
「
五
指
調
」
に
対
す
る
「
歓
指
揮
」
　
　
「
双
調
」
に
対
す
る
「
双
角
」
　
　
「
越
調
」
に
対
す
る
「
越
角
」
　
　
「
道
宮
」
に
対
す
る

　
　
「
道
宮
角
」
　
　
「
高
宮
」
に
対
す
る
「
高
宮
角
」
　
「
高
宮
喜
平
」
　
「
高
宮
正
徴
」

ま
た
「
中
管
高
宮
」
　
「
中
管
高
宮
角
」
　
「
中
管
高
宮
加
徴
」
等
の
如
く
「
中
管
」
を
加
え
る
も
の
も
こ
の
第
二
類
に
含
め
ら
れ
よ
う
。

　
三
、
律
呂
名
と
形
の
上
で
区
別
の
つ
か
な
い
も
の
。
言
い
替
え
れ
ば
同
一
名
称
の
律
呂
名
を
持
つ
別
の
調
が
存
在
す
る
も
の
。
即
ち

　
　
　
　
ハ
　
レ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
ヒ

　
　
中
呂
宮
　
南
呂
宮
　
南
呂
角
　
南
呂
変
徴
　
黄
鍾
宮
　
黄
鍾
角
　
黄
蓮
変
徴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　

　
四
、
三
の
俗
名
と
何
ら
か
の
規
則
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
も
の
。
例
え
ば
「
中
呂
宮
」
に
対
す
る
「
中
呂
正
角
」
　
「
中
呂
正
徴
し

「
中
呂
調
」
は
、
明
ら
か
に
後
の
三
者
が
前
者
の
同
系
列
の
調
で
あ
る
こ
と
を
想
燥
さ
せ
、
且
つ
正
式
な
律
呂
名
と
は
完
全
に
は
一
致

し
な
い
。
ま
た
「
正
篇
鍾
宮
」
　
「
正
坐
鍾
宮
角
」
　
「
正
黄
鍾
宮
転
戦
」
　
「
正
黄
塁
壁
徴
」
の
よ
う
に
「
正
…
」
、
　
「
…
宮
角
」
、
　
「
転
回
」

と
い
う
通
常
の
律
呂
名
に
は
用
い
ら
れ
な
い
形
式
の
も
の
も
こ
の
第
四
類
に
含
め
ら
れ
よ
う
。

　
こ
の
四
つ
の
分
類
は
あ
く
ま
で
大
雑
把
な
も
の
で
、
も
と
よ
り
網
羅
的
な
も
の
で
は
な
い
。
と
こ
ろ
が
こ
の
よ
う
に
分
類
し
て
み
る

｝
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と
少
な
く
と
も
、
第
一
類
と
第
二
類
及
び
第
三
類
と
第
四
類
の
間
に
は
何
ら
か
の
規
則
的
関
係
が
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
第
三
類
と
律
呂

名
も
何
ら
か
の
規
則
性
を
以
て
対
応
し
て
い
る
こ
と
が
想
像
で
き
る
。
ま
ず
こ
の
第
三
類
を
律
呂
名
と
比
較
検
討
す
る
こ
と
か
ら
考
察

を
始
め
よ
う
。
第
三
類
に
明
確
に
相
当
す
る
の
は
、
以
下
の
調
で
あ
る
。

　
　
「
來
野
宮
」
の
俗
名
「
中
呂
宮
」
　
　
「
林
鍾
宮
」
の
俗
名
「
百
貫
宮
」
　
　
「
林
半
角
」
の
俗
名
「
南
呂
角
」
　
　
「
林
半
盲
」
の
俗

　
　
名
「
南
種
変
徴
」
　
　
「
無
毒
宮
」
の
俗
名
「
黄
導
引
」
　
　
「
無
射
角
」
の
俗
名
「
黄
黒
白
」
　
　
「
無
黒
変
」
の
俗
名
「
毒
言
墨
引
」

こ
れ
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
、
律
呂
名
の
律
よ
り
俗
名
の
律
が
い
ず
れ
も
二
律
（
二
度
）
上
と
な
っ
て
い
る
。
さ
て
こ
れ
は
何
を
意
味
す
る
の

で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
は
元
来
十
二
律
の
第
一
律
に
七
声
の
第
一
音
が
配
さ
れ
る
べ
き
「
黄
盗
汗
」
と
い
う
特
徴
的
な
俗
名
を
例
に
採
っ

て
考
え
て
み
る
こ
と
と
す
る
。

　
律
呂
名
の
「
黄
鍾
宮
」
と
俗
名
の
「
黄
鍾
宮
」
は
勿
論
別
の
調
で
あ
る
。
　
「
宮
」
が
「
無
畜
」
と
「
黄
鍾
」
と
い
う
二
律
の
音
程
差

に
置
か
れ
る
以
上
、
そ
の
ま
ま
で
は
音
程
が
一
致
す
る
こ
と
は
有
り
得
な
い
。
今
、
俗
名
「
空
虚
宮
」
（
律
呂
名
「
無
害
宮
」
）
と
俗
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
る
ね

「
正
黄
鍾
宮
」
（
律
呂
名
「
黄
鍾
宮
」
）
に
於
け
る
七
声
を
一
オ
ク
タ
ー
ブ
内
に
配
置
す
る
。

俗
名
「
黄
鍾
宮
」
（
律
呂
名
「
無
射
宮
」
）

俗
名
「
正
黄
鍾
宮
」
（
律
呂
名
「
黄
鍾
宮
」
）

黄
帝
無
南
夷
林
羅
仲
姑
爽
太
大

商

　
　
宮

宮
　
変

　
　
宮

宮
　
変
　
　
　
面

一
　
　
※

羽並

　
　
徴

徴
　
変

徴
変
　
　
　
角

一　※

角錐

ハ
う
ね

黄
商宮

一
6
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で
は
元
来
一
致
し
な
い
は
ず
の
こ
の
二
つ
の
音
階
が
同
じ
音
階
を
示
す
た
め
に
は
如
何
な
る
条
件
が
必
要
に
な
る
の
か
。
今
音
階
の
起

点
（
結
声
）
を
問
題
に
せ
ず
、
そ
の
音
程
配
置
の
み
を
見
る
な
ら
ば
、
そ
の
音
程
は
右
に
示
し
た
※
印
の
個
所
、
即
ち
「
宮
と
変
宮
」

「
徴
と
変
徴
」
の
個
所
が
ず
れ
る
の
み
で
、
他
は
一
致
し
て
い
る
の
に
気
付
く
。
今
律
呂
名
の
音
程
配
置
は
動
か
な
い
も
の
と
す
る
と
、

　
　
　
　
　
『
詞
源
』
宮
調
俗
名
考
（
明
木
）



　
　
　
　
　
中
国
文
学
論
集
　
第
二
十
四
号

俗
名
の
「
黄
鍾
宮
」
の
こ
の
※
の
部
分
が
そ
れ
ぞ
れ
一
律
（
半
音
程
）
低
け
れ
ば
双
方
の
音
程
配
置
は
一
致
す
る
。
言
い
替
え
れ
ば
俗

名
の
「
黄
省
筆
」
の
音
程
配
置
が
律
呂
名
の
「
無
射
宮
」
と
一
致
す
る
為
に
は
、
変
宮
と
変
徴
の
音
程
が
そ
れ
ぞ
れ
一
律
（
半
音
程
）

低
い
音
階
、
つ
ま
り
「
ド
レ
ミ
方
ソ
ラ
シ
ド
」
と
い
う
音
階
が
必
要
と
な
る
。

　
　
応
無
南
夷
林
義
仲
姑
爽
太
大
黄

宮
レ
シ

宮変
ラ

羽
ソ

徴方

徴
変、

、
、

角
レ

商
ド

は
た
し
て
こ
の
よ
う
な
音
階
は
あ
る
の
だ
ろ
う
か
？
：
：
あ
る
。
…
清
商
音
階
で
あ
る
！

　
清
商
音
階
は
旗
挙
楽
や
相
和
歌
で
用
い
ら
れ
た
、
　
「
俗
楽
音
階
」
或
い
は
「
至
楽
音
階
」
と
も
呼
ば
れ
る
音
階
で
、
正
に
右
に
示
し

た
よ
う
な
斎
宮
と
変
徴
が
本
来
の
七
声
よ
り
一
律
（
半
音
程
）
低
い
音
階
で
あ
る
。
だ
と
す
る
と
、
こ
の
宮
調
の
律
呂
名
に
対
す
る
俗

名
は
、
同
一
の
音
階
の
音
程
配
置
を
律
呂
の
立
場
と
謹
厳
音
階
の
立
場
で
互
い
に
読
み
替
え
た
関
係
に
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
レ

ま
り
”
律
呂
の
「
無
射
」
に
七
声
の
「
宮
」
を
配
す
る
と
こ
ろ
の
「
無
射
均
」
に
於
け
る
「
多
調
」
”
た
る
律
呂
名
「
無
射
宮
」
が
、

俗
名
「
黄
鍾
宮
」
で
あ
る
た
め
に
は
、
”
「
俗
名
黄
鍾
均
」
に
於
け
る
「
宮
調
」
”
と
い
う
定
義
が
必
要
で
あ
る
。
即
ち
、
”
「
清
畠
音
階

で
は
「
宮
」
が
「
黄
鍾
」
に
配
さ
れ
る
よ
う
な
律
呂
の
均
」
に
於
け
る
「
宮
窪
」
”
と
い
う
定
義
で
あ
る
。

　
　
俗
名
「
黄
鍾
宮
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
右
旋
式
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
清
商
音
階
に
よ
る
読
み
替
え

清
商
音
階
で
は
「
宮
」
が
「
黄
鍾
」
に
配
さ
れ
る
よ
う
な
律
呂
の
均
に
於
け
る
「
宮
方
」

即
ち
「
無
射
均
」

（
右
旋
式
）

律
摂
名
「
無
射
宮
」

｝
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こ
れ
で
こ
の
俗
名
の
命
名
法
が
漸
く
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
実
は
律
呂
名
の
「
均
」
の
部
分
を
清
商
音
階
で
読
み
替
え
た
上
で
の

伝
統
的
な
右
旋
式
（
即
ち
「
之
閉
式
」
）
命
名
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
遠
声
以
外
の
調
に
つ
い
て
も
同
様
で
、
右
旋
式
で
は
「
某
均
」
の

「
某
声
」
で
表
記
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
律
呂
名
「
無
射
角
」
の
俗
名
「
黄
平
角
」
は
、
”
「
清
商
音
階
で
は
「
呈
し
が
「
黄
鍾
」
に
配

さ
れ
る
よ
う
な
律
呂
の
均
（
俗
名
「
黄
鍾
均
」
即
ち
「
無
望
潮
」
）
」
に
於
け
る
「
角
調
」
”
と
定
義
で
き
る
。

「
無
始
変
」
の
俗
名
「
黄
三
二
徴
」
、
そ
し
て
そ
の
他
の
「
均
」
に
於
け
る
「
來
岡
宮
」
の
俗
名
「
中
呂
宮
」
・
「
林
心
遣
」
の
俗
名

「
南
呂
宮
」
・
「
林
鍾
角
」
の
俗
名
「
南
呂
角
」
・
「
林
鍾
変
」
の
俗
名
「
南
呂
変
徴
」
等
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。

二

　
さ
て
こ
の
よ
う
な
宮
調
俗
名
の
命
名
法
に
我
々
は
中
国
の
音
階
理
論
に
特
徴
的
な
一
つ
の
構
造
を
抽
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
右
で

見
た
よ
う
な
律
呂
名
の
俗
名
を
要
す
る
に
、
あ
る
律
呂
名
の
「
律
呂
＋
声
」
の
「
律
呂
」
名
を
、
そ
れ
に
音
程
配
置
が
一
致
す
る
清
商

音
階
の
「
宮
」
声
の
律
呂
に
読
み
替
え
る
こ
と
で
行
わ
れ
る
。
そ
の
命
名
法
は
、
基
本
的
に
は
律
呂
名
の
「
右
旋
式
」
か
ら
出
な
い
の

で
あ
っ
て
、
　
「
均
」
の
み
を
清
商
音
階
で
読
み
替
え
た
も
の
に
他
な
ら
な
い
。

　
さ
ら
に
こ
う
し
た
命
名
法
の
根
底
に
あ
る
の
は
、
あ
る
音
階
を
呼
ぶ
の
に
別
の
音
階
か
ら
の
読
み
替
え
を
以
て
す
る
、
と
い
う
仕
組

み
で
あ
る
。
こ
れ
は
西
洋
音
楽
の
五
線
譜
と
比
較
し
て
み
る
と
そ
の
性
格
が
よ
り
明
ら
か
に
な
る
。
西
洋
音
楽
で
は
例
え
ば
調
性
は
五

線
譜
の
冒
頭
に
臨
時
記
号
（
＃
レ
）
を
配
置
す
る
こ
と
で
示
さ
れ
る
。
し
か
し
こ
れ
は
五
線
譜
の
よ
う
に
図
式
的
構
造
を
持
つ
記
譜
法

だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
わ
け
で
、
中
国
の
記
譜
法
は
根
本
的
に
図
式
的
で
は
な
く
、
文
字
記
号
の
性
格
を
持
つ
労
譜
形
式
で
あ
る
が
故
に
、

臨
時
記
号
も
使
え
な
い
し
、
音
符
の
位
置
関
係
で
音
高
を
示
す
こ
と
も
で
き
な
い
。
そ
こ
で
登
場
す
る
の
が
こ
の
別
の
音
階
か
ら
の

「
読
み
替
え
」
な
の
で
あ
る
。

　
右
で
見
た
清
商
音
階
は
、
音
程
配
置
の
上
か
ら
直
接
に
は
、
伝
統
の
七
声
の
宮
調
音
階
の
変
徴
と
変
宮
を
一
律
低
く
し
た
音
階
だ
と

認
識
で
き
る
。
即
ち

㎜
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宮
調
音
階

清
商
音
階

　
　
宮

宮
　
変

羽

　
　
　
ハ
ず
り

宮
〆
噛
羽

徴徴

徴
変　

　
飯

G 角角

商
商

鷺
宮

こ
こ
が
そ
れ
ぞ
れ
一
律
低
い

こ
れ
は
一
旦
宮
声
の
律
呂
上
の
位
置
を
固
定
し
て
、
そ
の
上
で
「
某
均
の
清
商
調
式
」
の
形
式
で
定
義
す
る
こ
と
か
ら
、
右
旋
式
（
之

調
式
）
に
準
ず
る
方
式
と
言
え
る
。

　
し
か
し
、
宮
調
俗
名
で
は
こ
う
は
認
識
さ
れ
て
い
な
い
。
右
の
方
式
だ
と
伝
統
の
宮
古
音
階
も
清
商
音
階
も
名
称
は
「
同
一
律
呂
の

宮
調
」
と
な
り
、
別
途
こ
れ
が
伝
統
の
宮
丘
音
階
か
清
商
音
階
か
を
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。
俗
名
で
は
「
宮
」
を
固
定
せ
ず

他
の
調
で
の
「
読
み
替
え
」
で
表
示
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
　
　
　
　
　
　
　
　
徴

　
　
宮
調
音
階
　

宮
変
羽
徴
変
富
商
宮

　
　@
　@
　@
　@
　@
　@
　@
　

　
　
商
調
音
階
（
左
旋
）
商
宮
変
羽
徴
変
角
商

　
　
@
　@
　@
　@
　@
　@
　@
　@
　@
　@
　

y
甦
音
程
配
置
が
薮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
角

　
　
清
商
音
階
　
　

宮
　

閏
羽
　
徴
　

清
白
　

商
　

宮

つ
ま
り
、
清
麗
音
階
の
音
程
配
置
が
伝
統
七
声
に
於
け
る
商
調
音
階
と
一
致
す
る
こ
と
か
ら
、
　
「
清
商
音
階
の
宮
調
」
を
商
調
音
階
と

一
7
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読
み
替
え
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
宮
」
を
固
定
せ
ず
、
あ
る
律
呂
上
の
位
置
に
並
行
移
動
で
七
声
を
配
置
し
、
　
「
某
律
の
商
調
」
の

形
式
で
清
商
音
階
を
導
く
こ
と
か
ら
、
左
旋
式
（
為
調
式
）
に
準
ず
る
方
式
と
言
え
る
。

　
こ
の
観
点
か
ら
律
呂
名
「
無
射
宮
」
と
俗
名
「
黄
鍾
宮
」
の
命
名
を
再
び
整
理
す
る
と
、

　
　
俗
名
「
黄
鍾
宮
」

俗
名
「
黄
鍾
均
」

清
商
音
階
で
は
「
宮
」
が
「
黄
鍾
」
に
配
さ
れ
る
よ
う
な
律
呂
の
均
に
於
け
る
「
宮
調
」

七
声
の
「
商
」
が
「
黄
鍾
」
に
配
さ
れ
る
よ
う
な
均

（
清
商
音
階
の
宮
調
は
七
声
の
商
調
に
一
致
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝

　
七
声
の
「
宮
」
は
「
無
射
」
に
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝

即
ち
「
無
置
潮
」

律
呂
名
「
無
期
宮
」

一
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も
し
こ
れ
が
西
洋
音
楽
な
ら
ば
、
本
来
の
調
か
ら
外
れ
る
音
程
は
臨
時
記
号
で
表
記
で
き
る
。
し
か
し
中
国
の
宮
丘
は
そ
の
記
譜
法
の

構
造
か
ら
し
て
図
式
的
に
は
表
記
で
き
な
い
た
め
、
こ
の
よ
う
に
あ
る
調
を
別
の
調
で
読
み
替
え
る
と
い
う
仕
組
み
を
と
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
今
仮
に
宮
調
の
「
読
み
替
え
の
構
造
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
よ
う
。
こ
の
「
読
み
替
え
の
構
造
」
と
い
う

観
点
は
、
宮
調
の
構
造
の
理
解
に
一
つ
の
座
標
を
与
え
て
く
れ
る
。

三

　
第
三
類
と
第
四
類
の
命
名
法
は
右
の
よ
う
に
「
読
み
替
え
の
構
造
」
で
解
明
さ
れ
た
。
で
は
第
一
類
と
第
二
類
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

ま
ず
第
一
類
の
名
称
は
律
呂
名
と
は
規
則
的
関
係
に
な
く
、
名
称
の
変
更
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
こ
こ
で
注
目
し
た

　
　
　
　
　
『
詞
源
』
宮
調
俗
名
考
（
明
木
）
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い
の
は
、
律
呂
の
各
均
の
「
商
調
」

る
と
　
　
黄
鍾
商
↓
大
石
調

　
　
爽
鐘
商
↓
双
調

　
　
菱
賓
商
　
↓
　
中
管
小
石
調

　
　
南
呂
商
　
↓
　
中
管
商
調

一
見
し
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、
　
「
高
」

ぜ
こ
の
よ
う
に
第
一

第
二
十
四
号
は
全
て
こ
の
第
一
類
・
第
二
類
の
名
称
を
持
つ
点
で
あ
る
。
律
呂
二
軸
の
商
調
の
俗
名
を
列
挙
す

　
　
　
　
　
　
　
　
・
二
類
の
名
称
の
み
用
い
ら
れ
て
、

も
前
章
で
述
べ
た
よ
う
な
「
読
み
替
え
の
構
造
」
と
関
連
が
あ
る
。
既
に
見
た
よ
う
に
、
七
声
の
「
商
調
」
は
清
掃
音
階
と
同
じ
で
あ

る
。
よ
っ
て
律
呂
名
で
は
商
調
に
見
え
て
も
、
そ
の
実
態
は
清
心
音
階
そ
の
も
の
に
他
な
ら
な
い
。
よ
く
用
い
ら
れ
る
清
商
音
階
に
俗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ヨ
ね

名
が
付
け
ら
れ
る
の
も
自
然
な
こ
と
な
の
で
あ
る
。

　
ま
た
「
羽
調
」
も
第
一
・
二
類
の
名
称
を
持
つ
。

大
呂
商
　
↓
　
高
大
石
調
　
　
　
　
白
丁
商
　
↓
　
中
管
高
大
石
調

姑
洗
商
　
↓
　
中
管
双
調
　
　
　
　
仲
呂
商
　
↓
　
小
石
調

林
鍾
商
　
↓
　
歌
指
調
　
　
　
　
　
夷
則
商
　
↓
　
商
調

無
射
商
　
↓
　
越
調
　
　
　
　
　
　
応
鍾
商
　
↓
　
中
学
越
調

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
き
　

「
中
管
」
は
あ
る
調
よ
り
一
律
上
の
調
で
あ
る
こ
と
を
示
す
接
頭
語
で
あ
る
。
で
は
商
調
は
な

　
　
　
　
　
　
第
三
・
四
類
の
よ
う
な
律
呂
名
の
読
み
替
え
が
用
い
ら
れ
な
い
の
か
。
こ
れ

　
　
黄
鍾
羽
　
↓
　
般
渉
調
　
　
　
　
　
大
呂
羽
　
↓
　
落
丁
渉
調

　
　
爽
鐘
羽
　
↓
　
中
呂
調
　
　
　
　
　
姑
出
羽
　
↓
　
信
管
中
呂
調

　
　
菱
賓
羽
　
↓
　
中
管
正
平
調
　
　
　
林
鍾
羽
　
↓
　
高
平
調

　
　
南
呂
羽
　
↓
　
中
管
仙
呂
調
　
　
　
無
射
羽
　
↓
　
情
調

「
高
」
　
「
中
豊
」
が
接
頭
語
に
用
い
ら
れ
る
点
は
「
商
調
」
と
同
様
で
あ
る
。

第
三
・
四
類
の
名
称
を
持
た
な
い
の
は
な
ぜ
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
「
語
調
」

現
在
我
々
に
馴
染
み
の
深
い
西
洋
音
楽
の
「
短
調
」
音
階
に
一
致
し
て
い
る
。

な
い
が
、

る
な
ら
ば
、
　
「
羽
調
」
は
実
際
多
用
さ
れ
た
音
階
で
あ
っ
て
、

想
像
で
き
る
。

　
太
子
羽
　
↓
　
中
管
高
般
渉
調

　
仲
呂
羽
　
↓
　
正
平
調

夷
則
羽
　
↓
　
仙
呂
調

　
応
鍾
羽
　
↓
　
中
野
羽
調

　
で
は
こ
の
「
羽
調
」
が
第
一
・
二
類
の
名
称
を
持
ち
、

の
音
程
配
置
は
実
は
「
ラ
シ
ド
レ
ミ
フ
ァ
ソ
ラ
」
と
い
う

　
ま
さ
か
「
短
調
」
に
「
読
み
替
え
」
る
わ
け
に
も
い
か

し
か
し
こ
の
音
程
が
耳
に
自
然
に
聞
こ
え
る
悲
し
げ
な
音
階
で
あ
る
こ
と
が
洋
の
東
西
を
問
わ
ず
共
通
の
こ
と
で
あ
る
と
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
た
め
に
多
く
第
一
類
の
名
称
を
与
え
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
、
と

一
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こ
の
第
一
・
二
類
に
於
い
て
も
う
一
つ
考
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が
「
商
調
」
と
「
閏
調
」
の
関
係
で
あ
る
。

　
　
黄
鍾
閏
↓
　
大
石
角
　
　
　
　
　
大
呂
閏
　
↓
　
高
大
石
角
　
　
　
　
太
籏
閏
　
↓
　
中
管
高
大
石
角

　
　
爽
鐘
閏
　
↓
　
双
角
　
　
　
　
　
　
姑
帯
下
　
↓
　
中
管
双
角
　
　
　
　
仲
呂
閏
　
↓
　
小
石
角

　
　
薙
賓
閏
　
↓
　
中
管
小
石
角
　
　
　
林
野
閏
　
↓
　
繊
指
角
　
　
　
　
　
夷
則
閏
　
↓
　
商
角

　
　
南
呂
閏
　
↓
　
中
管
商
角
　
　
　
　
無
射
閏
　
↓
　
越
角
　
　
　
　
　
　
応
鍾
閏
　
↓
　
愚
管
越
角

こ
れ
も
一
見
し
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、
全
て
商
調
の
名
称
を
「
角
」
調
に
変
更
し
た
形
と
な
っ
て
い
る
。
で
は
何
故
に
「
閏
」
調
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　

「
角
」
調
と
称
さ
れ
る
の
か
。
鄭
墨
刺
氏
は
そ
の
大
著
『
詞
源
潔
白
』
第
九
章
［
葦
子
為
角
］
で
『
宋
史
』
巻
一
四
二
「
館
下
」
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
び
　

（
清
）
陳
澄
の
『
声
律
万
考
』
、
　
（
清
）
凌
廷
堪
の
『
燕
楽
考
源
』
等
を
引
き
つ
つ
、
詳
細
に
論
じ
て
お
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
既
に
見

た
「
読
み
替
え
の
構
造
」
か
ら
こ
れ
を
再
度
整
理
し
て
み
た
い
と
思
う
。
今
再
び
「
無
徳
均
」
を
例
に
採
る
。
律
呂
名
「
無
射
商
し
は

俗
名
「
越
調
」
、
律
呂
名
「
無
射
閏
」
は
俗
名
「
越
角
」
で
あ
る
。
　
「
越
角
」
は
「
越
調
」
に
対
す
る
「
角
」
調
で
あ
る
は
ず
だ
が
、

で
は
な
ぜ
「
閏
」
　
（
七
声
で
は
変
宮
）
調
が
「
角
」
調
な
の
か
。
こ
れ
が
他
の
調
か
ら
の
「
読
み
替
え
の
構
造
」
に
な
っ
て
い
る
と
仮

定
し
て
、
今
変
宮
調
と
清
商
音
階
を
音
程
配
置
が
一
致
す
る
よ
う
に
配
置
す
る
と
次
の
様
に
な
る
。

変
徴
調

清
商
音
階

宮変
羽

羽
徴

　
　
徴

徴
　
変

角清
　
角

角
画

商宮

　
　
宮

宮
　
変

閏
　
羽

　
　
↓

一
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こ
れ
か
ら
す
る
と
、
変
宮
調
は
清
祥
音
階
で
読
み
替
え
る
と
平
調
と
な
り
、
角
調
に
な
ら
な
い
。

（
つ
ま
り
徴
の
位
置
に
宮
を
配
し
）
、
な
お
且
つ
音
程
配
置
が
徴
調
と
一
致
す
る
に
は

で
は
変
宮
の
位
置
に
角
を
配
置
し

『
詞
源
』
宮
調
俗
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木
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変
徴
調

宮
変

羽

　
　
徴

徴
　
変

角

商

　
　
宮

宮
　
変

角

商

　
　
宮

宮
　
変

羽

徴

角清
　
角

　
　
↓

と
い
う
音
程
配
置
の
音
階
が
必
要
で
あ
る
。
即
ち
伝
統
の
七
声
の
変
徴
の
み
一
律
低
く
、
清
角
に
な
っ
て
い
る
よ
う
な
音
階
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
音
階
は
あ
る
の
か
？
：
：
こ
れ
も
あ
る
。
…
七
声
の
新
音
階
で
あ
る
！
新
音
階
は
清
楽
音
階
と
も
呼
ば
れ
、
正
に
右
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

示
し
た
よ
う
な
変
徴
が
本
来
の
七
声
よ
り
一
律
低
い
音
階
で
あ
る
。
こ
れ
を
以
て
変
宮
調
を
「
読
み
替
え
」
れ
ば
正
に
「
角
」
調
と
な

る
。
よ
っ
て
律
呂
名
「
無
感
泣
」
の
俗
名
「
越
調
」
に
対
し
て
、
　
「
無
二
閏
」
が
俗
名
「
越
角
」
で
あ
る
意
味
は
、

俗
名
「
越
角
」

「
越
調
」
と
同
じ
均
に
於
け
る
、

　
無
射
均

（
越
調
は
無
射
均
の
商
調
）

「
新
音
階
の
角
調
」

　
　
　
↑

　
短
音
階
の
変
徴
（
闘
閏
）
は
新
音
階
の
角
調
に
一
致

（
旧
音
階
で
読
み
替
え
れ
ば
閏
調
）

㎜
7
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律
呂
名
「
無
射
閏
」

と
な
る
。
驚
く
べ
き
こ
と
に
俗
名
の
命
名
に
は
既
に
見
た
清
商
音
階
の
み
な
ら
ず
、
新
音
階
か
ら
の
「
読
み
替
え
」
も
同
時
に
組
み
込

ま
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
以
上
を
要
す
る
に
、
あ
る
音
階
の
調
革
は
元
来
、
絶
対
音
名
に
対
す
る
相
対
的
音
階
の
配
置
の
仕
方
を
以
て
行
わ
れ
る
の
で
あ
る
が
、

そ
う
し
て
定
め
ら
れ
た
と
こ
ろ
の
律
呂
名
に
対
し
て
俗
名
を
定
め
る
際
に
は
、
そ
の
命
名
法
に
あ
る
音
階
を
別
の
音
階
で
「
読
み
替
え
」

る
と
い
う
方
法
が
シ
ス
テ
ム
と
し
て
取
り
込
ま
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
用
い
ら
れ
る
の
は
「
一
、
清
商
音
階
を
旧
音
階
の
商
調
に
読
み
替



え
る
」
　
「
二
、
新
音
階
を
旧
音
階
の
徴
調
に
読
み
替
え
る
」

れ
音
程
配
置
が
一
致
す
る
た
め
で
あ
る
。

と
い
う
二
種
類
の
読
み
替
え
で
あ
る
。
そ
れ
は
次
に
示
す
様
に
、
そ
れ
ぞ

清
商
音
階

商
調

新
音
階

徴
調

宮変
徴変シ

閏
　
羽

　
　
宮

宮
　
変

ソ
　
ラ

羽
角ラ

徴羽
ソ

徴
商ソ

角清
　
角

　
　
徴

徴
　
変

万
　
ミ

角清
　
角

　
　
宮

宮
　
変

方
　
ミ

商角
レ

商
羽レ

宮商ド
宮徴

ド

「
7
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こ
の
「
読
み
替
え
」
の
構
造
と
い
う
視
点
は
こ
の
宮
調
俗
名
以
外
に
も
応
用
の
可
能
性
が
あ
る
。
例
え
ば
燕
楽
に
は
「
徴
調
」
は
用

い
ら
れ
な
い
こ
と
は
周
知
の
如
く
で
あ
る
が
、
し
か
し
非
常
に
素
朴
な
仮
説
と
し
て
、
　
「
笑
声
」
は
「
新
音
階
」
に
読
み
替
え
ら
れ
る

の
で
あ
る
か
ら
、
　
「
徴
調
」
を
新
音
階
の
「
宮
調
」
に
読
み
替
え
れ
ば
、
表
記
の
上
で
は
「
徴
調
」
は
用
い
ら
れ
な
い
、
と
も
考
え
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
徴
調
と
新
音
階
の
関
係
に
つ
い
て
は
村
越
貴
代
美
氏
が
最
近
の
論
文
「
姜
塑
『
徴
招
』
　
『
護
照
』
万
考
」
で
次

の
様
に
論
じ
て
お
ら
れ
る
。

　
　
　
徴
解
式
の
音
楽
が
作
り
に
く
い
理
由
の
一
つ
は
、
徴
書
式
が
宮
調
式
と
た
い
へ
ん
よ
く
似
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
…
（
中
略
）

　
　
…
両
者
の
違
い
は
、
宮
新
式
の
思
詰
で
あ
る
葬
賓
が
徴
調
式
で
は
用
い
ら
れ
ず
、
仲
呂
が
徴
調
式
の
宮
声
に
な
る
こ
と
だ
が
、
仲

　
　
呂
は
宮
崎
式
で
は
ち
ょ
う
ど
清
潔
に
当
る
。
従
っ
て
、
平
調
式
で
変
徴
・
変
調
の
二
選
を
加
え
た
七
声
音
階
（
古
音
階
）
を
用
い

『
詞
源
』
宮
調
俗
名
考
（
明
木
）
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る
と
、
宮
調
式
で
清
角
・
変
宮
の
二
変
を
加
え
た
七
声
音
階
（
新
音
階
）
と
重
な
っ
て
し
ま
う
。
…

「
宮
調
」
と
「
徴
調
」
と
の
関
係
を
、
そ
の
音
程
配
置
の
類
似
に
求
め
て
お
ら
れ
て
、
実
に
卓
見
で
あ
る
。
こ
れ
を
既
に
我
々
の
見
て

き
た
「
読
み
替
え
の
構
造
」
に
よ
っ
て
考
え
る
な
ら
ば
、
左
旋
に
よ
る
死
亡
式
は
、
右
旋
に
よ
る
新
音
階
で
読
み
替
え
ら
れ
る
、
と
い

う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
宮
調
か
ら
左
旋
に
よ
り
同
一
結
声
に
商
調
を
展
開
す
る
こ
と
と
、
宮
調
の
変
徴
を
一
律

低
い
清
角
に
変
更
す
る
こ
と
で
は
、
結
果
的
に
同
一
の
音
程
配
置
が
得
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

結
語

　
以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
宮
調
の
俗
名
の
命
名
法
は
大
変
複
雑
な
も
の
で
、
し
か
も
そ
の
複
雑
さ
は
そ
の
…
構
造
が
統
一
さ
れ
た
規
則

に
よ
り
整
然
と
配
置
さ
れ
て
は
お
ら
ず
、
複
数
の
要
因
が
一
見
無
秩
序
に
交
錯
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
こ
と
か
ら
来
て
い
る
。
そ
れ

は
あ
た
か
も
、
…
反
の
整
然
と
織
り
上
げ
ら
れ
た
織
物
が
虫
に
食
わ
れ
て
穴
だ
ら
け
に
な
り
、
さ
ら
に
そ
の
穴
か
ら
そ
の
下
に
あ
る
別

の
模
様
の
織
物
が
見
え
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
し
か
も
そ
の
虫
の
食
い
方
に
も
一
定
の
規
則
が
あ
る
ら
し
い
か
ら
、
始
末
が
悪
い
。

こ
こ
で
既
に
見
た
俗
名
の
名
称
を
整
理
す
る
た
め
に
、
第
一
章
で
大
雑
把
に
行
っ
た
四
つ
の
分
類
を
一
旦
放
棄
し
、
　
「
読
み
替
え
の
構

造
」
を
軸
に
再
度
分
類
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

　
第
一
類
　
そ
の
名
称
に
律
呂
名
と
一
致
な
い
し
は
関
連
す
る
文
字
列
が
含
ま
れ
な
い
、
俗
名
た
る
俗
名
で
、
何
ら
か
の
規
則
性
を
以

　
　
て
第
二
類
を
導
く
基
礎
と
な
る
も
の
。
こ
の
第
一
類
は
専
ら
堅
調
・
商
調
・
羽
調
に
現
わ
れ
る
。
即
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
｝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
｝

　
　
　
　
大
石
調
　
般
渉
調
　
高
宮
　
双
調
　
中
呂
調
　
寄
宮
　
小
石
調
　
正
平
調
　
敏
正
調
　
高
平
調
　
商
調
　
越
調
　
羽
調

　
第
二
類
　
第
一
類
の
名
称
に
対
し
て
何
ら
か
の
規
則
性
を
以
て
命
名
さ
れ
た
も
の
。

　
　
1
、
宮
声
の
第
一
類
に
対
し
て
右
旋
式
で
命
名
さ
れ
た
も
の

　
　
　
　
　
　
高
宮
角
　
高
宮
変
徴
　
高
宮
正
徴
　
磁
界
角
　
道
面
変
徴
　
道
宮
正
書

　
　
2
、
新
音
階
の
「
角
調
」
に
読
み
替
え
て
命
名
さ
れ
た
も
の

　
　
　
　
　
　
大
石
角
　
双
角
　
小
石
角
　
…
等

一
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3
、
　
「
高
」
字
を
冠
す
る
も
の

　
　
　
　
　
高
大
石
調
　
高
般
渉
調

　
4
、
　
「
中
管
」
字
を
冠
す
る
も
の

　
　
　
　
　
中
管
高
宮
　
中
管
双
調
　
中
管
道
宮
　
中
島
小
石
調
　
中
品
正
平
調
　
…
等

　
5
、
そ
れ
ら
を
組
み
合
わ
せ
た
も
の

　
　
　
　
　
高
大
石
角
　
中
管
高
大
石
角
　
露
悪
高
宮
角
　
中
管
高
宮
変
徴
…
中
悪
道
宮
角
　
中
潮
道
宮
変
徴
　
…
等

第
＝
類
毒
悪
と
区
別
の
つ
か
な
い
、
即
ち
里
名
称
の
律
呂
名
を
持
つ
別
の
調
が
存
在
す
る
も
の
の
内
・
宮
型
式
の
も
晦
・

　
　
　
　
　
　
　
ユ
　

　
　
　
正
黄
鍾
宮
　
中
呂
宮
　
南
呂
宮
　
黄
鍾
宮

第
四
類
　
第
三
類
の
名
称
に
対
し
て
何
ら
か
の
規
則
性
を
以
て
命
名
さ
れ
た
も
の
。

　
1
、
第
三
類
に
対
し
て
右
旋
式
で
命
名
さ
れ
た
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま

　
　
　
　
　
正
黄
鍾
宮
角
　
正
黄
勲
記
転
出
　
正
黄
鍾
正
徴
　
中
呂
正
角
　
中
呂
変
徴
　
中
呂
正
徴
　
南
至
角
　
南
呂
変
量
　
南
呂

　
　
　
　
　
正
徴
　
黄
鍾
角
　
黄
鍾
変
徴
　
黄
鍾
正
徴

　
2
、
　
「
中
管
」
字
を
冠
す
る
も
の

　
　
　
　
　
中
管
中
呂
宮
　
中
管
黄
鍾
宮

　
3
、
そ
れ
ら
を
組
み
合
わ
せ
た
も
の

　
　
　
　
　
中
管
中
呂
角
　
中
管
中
呂
証
徴
　
中
管
中
呂
二
連
　
中
管
黄
鍾
角
　
中
空
黄
牛
変
徴
　
中
管
黄
体
正
落

そ
う
し
て
こ
こ
か
ら
抽
出
で
き
る
俗
名
の
命
名
の
規
則
性
は
次
の
よ
う
に
整
理
で
き
よ
う
。

　
○
清
商
音
階
や
短
調
に
「
読
み
替
え
」
ら
れ
る
調
（
即
ち
商
調
や
羽
調
）
は
多
く
第
一
類
の
名
称
を
持
つ
。

　
○
第
三
類
は
律
呂
名
か
ら
清
商
音
階
へ
の
「
読
み
替
え
」
で
定
め
ら
れ
る
。

　
○
第
一
類
に
対
す
る
第
二
類
の
一
、
第
三
類
に
対
す
る
第
四
類
の
一
は
、
右
旋
式
で
定
め
ら
れ
る
。

○
商
声
の
第
一
類
に
対
す
る
第
二
頚
の
2
は
、
新
音
階
の
角
調
へ
の
「
読
み
替
え
」
で
定
め
ら
れ
る
。

○
第
二
・
四
類
の
「
高
」
字
或
い
は
「
中
管
」
字
は
、
第
一
・
三
瀬
に
対
し
て
一
律
高
い
均
に
用
い
ら
れ
る
。

　
　
　
　
『
詞
源
』
宮
調
俗
名
考
（
明
木
）
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以
上
を
総
じ
て
考
え
る
に
、
宮
調
俗
名
が
こ
の
よ
う
に
複
雑
な
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
中
国
伝
統
の
記
譜
法
の
構
造
的
特

徴
と
深
い
関
係
に
あ
る
、
と
言
え
る
。
今
西
洋
音
楽
の
五
線
譜
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。
五
線
譜
に
於
い
て
は
、
調
性
は
＃
・
レ
を

以
て
五
線
譜
上
に
示
さ
れ
る
。
比
較
的
多
用
さ
れ
る
調
で
あ
ろ
う
と
な
か
ろ
う
と
、
五
線
譜
上
に
表
示
さ
れ
る
さ
れ
方
自
体
は
変
わ
ら

な
い
。
ま
た
五
線
譜
上
の
表
示
（
調
号
）
そ
の
も
の
か
ら
、
そ
の
調
の
名
称
と
、
音
階
の
音
程
配
置
も
一
目
瞭
然
と
な
る
。
故
に
、
あ

る
調
を
（
俗
名
も
含
め
た
）
別
名
で
呼
ぶ
と
い
う
こ
と
は
な
い
。
そ
の
点
か
ら
言
え
ば
、
西
洋
音
楽
で
は
、
品
名
と
そ
の
音
階
構
成
は

そ
の
記
譜
上
の
表
示
と
表
裏
一
体
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
五
線
譜
は
記
譜
法
と
し
て
本
質
的
に
図
式
的
性
質
を
持
っ
て
お
り
、
音
程

　
　
　
　
　
　
　
　
お
た
ま
じ
ゃ
く
し

の
高
低
は
基
本
的
に
音
符
の
位
置
の
高
下
で
表
示
さ
れ
る
こ
と
が
大
き
な
要
因
で
あ
る
。
し
か
も
＃
・
レ
と
い
う
臨
時
記
号
を
使

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
V

用
で
き
、
五
線
の
間
隙
を
埋
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
一
方
中
国
の
宮
調
は
本
質
的
に
こ
れ
と
大
き
く
異
な
る
。
中
国
の
記
譜
法
は
労
譜
形
式
で
あ
り
、
そ
の
音
符
は
本
質
的
に
図
式
で
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
　
コ

な
く
文
字
記
号
の
性
質
を
持
つ
。
つ
ま
り
音
程
は
音
符
の
位
置
の
高
下
で
表
示
す
る
の
で
は
な
く
、
音
程
の
名
称
で
示
さ
れ
る
。
さ
ら

に
音
階
の
表
示
、
即
ち
調
の
表
示
の
し
方
も
当
然
こ
れ
に
準
じ
、
西
洋
五
線
譜
の
よ
う
な
図
式
的
調
号
を
用
い
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

こ
こ
で
は
絶
対
音
名
と
相
対
音
階
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
る
律
呂
名
が
調
の
本
来
の
表
示
法
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
音
階
の
表
示
は
調
の

名
称
に
留
ま
る
の
で
あ
っ
て
、
五
線
譜
の
如
く
旋
律
の
記
譜
に
そ
の
ま
ま
直
結
し
な
い
。
つ
ま
り
調
の
表
示
と
旋
律
の
記
譜
と
は
断
絶

し
て
い
る
。
従
っ
て
労
譜
と
い
う
記
譜
法
に
於
い
て
は
氏
名
は
厳
密
に
は
調
号
と
し
て
機
能
し
な
い
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
調
号
と
し

て
の
機
能
は
無
く
と
も
、
律
呂
名
は
そ
の
名
称
自
体
が
音
階
の
構
成
を
示
す
、
即
ち
名
称
か
ら
自
動
的
に
音
程
配
置
を
再
現
で
き
る
論

理
的
形
式
に
な
っ
て
は
い
る
。
し
か
し
そ
れ
と
て
も
、
右
旋
式
と
左
旋
式
で
一
つ
の
音
階
に
異
な
っ
た
名
称
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
が
有

り
得
る
。
こ
う
し
た
こ
と
は
す
べ
て
音
階
を
音
符
の
図
式
的
配
列
で
は
な
く
、
文
字
記
号
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
表
示
す
る
と
い
う

シ
ス
テ
ム
故
な
の
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
特
に
多
用
さ
れ
る
音
階
に
別
の
俗
名
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
と
、
問
題
は
複
雑
化
し
て
く
る
。
多
用
さ
れ
る
音
階
に

俗
名
が
与
え
ら
れ
、
そ
こ
か
ら
あ
る
法
則
で
別
の
曲
名
が
派
生
し
て
く
る
と
き
（
即
ち
第
一
類
↓
第
二
類
）
、
そ
の
対
応
を
支
配
し
て

い
る
の
は
右
旋
式
や
「
読
み
替
え
」
と
い
う
極
め
て
音
律
学
的
な
方
式
で
あ
り
、
決
し
て
俗
な
も
の
で
は
な
い
。
さ
ら
に
そ
の
よ
う
に

し
て
多
用
さ
れ
る
音
階
に
俗
名
が
与
え
ら
れ
た
後
、
虫
に
食
わ
れ
た
跡
の
よ
う
に
残
っ
た
と
こ
ろ
の
、
あ
ま
り
使
用
さ
れ
な
い
調
に
対

｝
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し
て
は
、
俗
名
を
使
用
せ
ず
律
呂
名
の
ま
ま
に
し
て
お
け
ば
よ
さ
そ
う
な
も
の
だ
が
、
し
か
し
こ
こ
に
も
、
律
呂
名
か
ら
の
「
読
み
替

え
」
に
よ
る
名
称
変
更
（
即
ち
律
呂
名
↓
第
三
類
）
と
、
そ
こ
か
ら
右
旋
式
等
に
よ
る
名
称
決
定
（
即
ち
第
三
類
↓
第
四
類
）
が
行
わ

れ
る
。
ど
の
調
が
多
用
さ
れ
る
か
と
い
う
、
楽
曲
の
創
作
や
演
奏
に
直
接
関
わ
る
よ
り
実
際
的
な
要
素
に
も
、
音
律
学
的
な
方
式
が
当

て
は
め
ら
れ
、
さ
ら
に
、
多
用
さ
れ
な
い
調
と
い
う
「
残
り
も
の
」
に
ま
で
も
音
律
学
的
な
仕
組
み
に
よ
る
整
理
が
及
ん
で
い
る
の
で

あ
る
。
俗
名
と
い
う
偶
然
性
の
強
い
要
素
の
す
き
間
を
、
　
「
読
み
替
え
」
と
い
う
構
造
で
埋
め
よ
う
と
し
て
い
る
と
も
言
え
よ
う
。
そ

の
意
味
で
は
楽
曲
の
実
態
と
名
称
の
構
造
が
乖
離
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
「
読
み
替
え
」
に
組
み
込
ま
れ
た
「
海
商
音

階
」
と
「
新
音
階
」
の
二
種
類
の
音
階
は
、
正
に
俗
楽
で
よ
く
用
い
ら
れ
る
音
階
で
あ
る
。
考
え
る
に
、
よ
く
用
い
ら
れ
る
調
に
別
に

名
前
を
付
け
る
の
が
元
来
「
俗
名
を
付
け
る
」
と
い
う
こ
と
の
は
ず
な
の
で
あ
る
。
し
か
し
宮
調
の
俗
名
に
於
い
て
は
、
　
「
よ
く
用
い

ら
れ
る
調
」
と
い
う
の
が
俗
名
を
付
け
る
対
象
と
し
て
で
は
な
く
、
俗
名
の
付
け
方
の
規
則
の
方
に
形
を
変
え
て
組
み
込
ま
れ
て
い
る
。

宮
調
俗
名
の
特
殊
性
は
こ
こ
に
あ
る
。
言
わ
ば
目
的
と
手
段
が
交
錯
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
あ
た
か
も
暗
号
の
解
読
そ
の
も
の
よ
り
、

そ
の
暗
号
を
解
く
為
の
乱
数
表
の
方
が
鼠
的
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
か
の
よ
う
に
。
こ
と
ほ
ど
さ
よ
う
に
、
図
式
的
記
譜
法
と
い
う
道
具

を
持
た
な
か
っ
た
中
国
の
宮
調
理
論
に
と
っ
て
、
記
譜
法
の
構
造
的
束
縛
は
か
く
も
大
き
い
の
で
あ
る
。

［四｝

注

（
1
）

（
2
）

（
3
）

（
4
）

（
5
）

（
6
）

文
字
の
異
同
に
つ
い
て
は
鄭
密
語
・
呉
平
山
著
『
詞
源
解
箋
』
　
（
漸
江
古
籍
出
版
社
一
九
九
〇
年
）
に
従
っ
た
。

『
詞
源
』
本
文
で
は
律
呂
名
を
「
仲
呂
宮
」
、
俗
名
を
「
中
呂
宮
」
と
作
る
が
、
今
同
一
と
考
え
る
。

「
変
徴
」
は
律
呂
名
で
は
「
変
」
に
作
る
が
、
今
同
一
と
考
え
る
。
以
下
同
じ
。

視
覚
的
理
解
を
容
易
に
す
る
た
為
に
、
小
論
の
図
表
で
は
十
二
律
、
七
声
等
を
全
て
下
か
ら
上
に
音
程
順
に
配
列
す
る
。

以
下
十
二
律
は
一
字
を
以
て
略
す
。

「
均
」
は
十
二
律
の
あ
る
律
に
「
宮
」
を
配
置
し
て
成
立
す
る
ー
オ
ク
タ
ー
ブ
の
音
列
を
言
う
。
そ
の
「
均
」
の
い
ず
れ
の
音
を
主
音
と

す
る
か
で
「
調
」
が
決
定
し
、
そ
の
決
定
方
法
に
は
「
右
旋
」
　
（
之
調
式
）
及
び
「
左
旋
」
　
（
為
調
式
）
が
あ
る
。
　
「
右
旋
」
と
「
左
旋
」

『
詞
源
』
宮
調
俗
名
考
（
明
木
）



（
7
）

（
8
）

（
9
）

　
　
中
国
文
学
論
集
　
第
二
十
四
号

に
つ
い
て
は
『
中
国
音
楽
詞
典
』
．
（
人
民
音
楽
出
版
社
一
九
八
四
年
）
等
を
参
照
さ
れ
た
い
。

清
商
音
階
で
は
半
音
低
い
変
徴
を
「
清
角
」
、
半
音
低
い
軍
勢
を
「
閏
」
と
呼
ぶ
の
で
、
以
下
こ
れ
に
従
う
。

「
中
管
」
調
に
つ
い
て
は
前
掲
『
調
山
霧
箋
』
第
八
章
〔
土
窯
二
十
八
調
与
二
十
中
景
調
〕
に
詳
し
い
。

さ
ら
に
こ
れ
ら
の
商
調
の
内
灘
一
類
の
名
称
を
持
つ
の
が
、
　
「
二
曲
商
」
　
「
爽
鐘
商
」
　
「
仲
呂
商
」
　
「
林
鍾
商
」
　
「
夷
則
商
」
　
「
無
言
商
」

で
、
そ
の
他
の
調
が
そ
れ
ら
に
「
中
墨
…
」
　
「
高
…
」
を
冠
し
た
名
称
（
第
二
類
）
と
な
っ
て
い
る
点
に
何
か
理
由
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。

こ
の
第
一
類
の
「
黄
鍾
」
　
「
爽
鐘
」
　
「
仲
呂
」
　
「
林
鍾
」
　
「
夷
則
」
　
「
無
射
」
と
い
う
音
程
は
、
　
「
三
舞
」
に
「
宮
」
を
置
く
清
潔
音
階

（
要
す
る
に
「
大
呂
均
」
）
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
。
欠
け
て
い
る
の
が
「
大
呂
」
で
あ
る
が
、
こ
の
「
大
呂
商
」
の
み
俗
名
が
「
高
大
石
筆
」

と
「
高
」
字
を
冠
し
、
且
つ
そ
の
一
律
上
の
「
太
籏
商
」
が
「
耳
管
＋
高
大
石
調
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
「
高
大
石
調
」
を
第
一
類

と
考
え
れ
ば
、
　
「
大
呂
」
を
上
記
の
音
程
に
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
な
ら
ば
、
第
一
類
の
名
称
を
持
つ
調
の
平
声
は
端
紅
音
階
の

配
置
と
完
全
に
一
致
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
↑
　
↑
　
　
　
↑
　
　
　
↑
　
↑
　
　
　
↑
　
　
　
↑

　
　
大
呂
均
　
太
大
黄
応
無
南
夷
林
羅
仲
姑
爽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
角

　
　
　
　
清
商
音
階
　

閏
羽
　
徴
　

清
角
　

商
　

宮

　
　
よ
っ
て
第
一
類
の
名
称
の
配
置
の
し
方
も
こ
の
「
読
み
替
え
」
に
応
じ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
想
像
で
き
る
。

（
1
0
）
注
（
1
）
に
既
出

（
1
1
）
他
に
も
丘
瑳
藻
氏
も
こ
の
問
題
を
研
究
さ
れ
て
お
り
、
例
え
ば
そ
の
遺
著
『
燕
楽
探
微
』
　
（
院
号
輯
補
『
燕
楽
探
微
』
上
海
古
籍
出
版
社

　
　
　
一
九
八
九
年
　
秘
中
傑
・
王
延
齢
校
『
燕
楽
三
田
』
所
収
『
燕
楽
探
微
』
黒
龍
江
人
民
出
版
社
一
九
八
六
年
）
の
「
後
任
」
に
次
の
よ
う

　
　
に
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
例
如
：
「
閏
角
調
」
，
這
一
個
日
構
是
宋
人
提
出
來
的
，
群
議
人
説
：
以
磨
鍾
息
角
，
故
日
毎
角
。
爲
甚
磨
以
懸
鍾
爲
角
泥
？

　
　
　
　
他
椚
又
不
言
其
故
。
…
（
中
略
）
…
経
過
多
年
模
索
，
才
得
出
一
槍
鎗
匙
，
可
古
書
啓
燕
樂
調
之
門
，
許
侮
露
営
入
室
。
這
柄
錦
匙

　
　
　
　
是
甚
塵
？
便
是
”
下
徴
調
”
。
軍
営
下
徴
調
三
字
還
不
足
以
解
決
問
題
，
必
須
吉
成
：
”
早
番
林
鍾
下
徴
調
作
州
正
黄
舌
宮
調
”
，
如

一
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（
1
2
）

（
1
3
）

（
1
4
）

（
1
5
）

（
1
6
）

（
1
7
）

（
1
8
）

（
1
9
）

（
2
0
）

　
　
此
才
算
完
善
。
　
（
但
し
こ
の
「
後
叙
」
は
黒
龍
江
人
民
出
版
社
版
に
の
み
収
録
）

こ
の
音
階
は
正
に
我
々
が
今
日
日
常
的
に
用
い
て
い
る
西
洋
音
階
の
「
ド
レ
ミ
フ
ァ
ソ
ラ
シ
ド
」
と
も
完
全
に
一
致
す
る
。
こ
の
新
音
階

に
対
し
て
伝
統
の
七
声
は
旧
音
階
或
い
は
雅
楽
音
階
と
呼
ば
れ
る
。

『
東
方
学
』
第
九
十
輯
　
一
九
九
五
年
七
月
　
東
方
学
会

「
中
呂
」
は
律
呂
の
名
で
あ
る
が
、
　
「
中
呂
調
」
と
い
う
律
呂
名
の
悪
名
は
な
い
の
で
、
第
一
類
に
入
れ
る
。
恐
ら
く
俗
名
「
中
呂
宮
」

の
均
の
羽
調
は
結
声
を
黄
鍾
に
置
き
、
使
用
頻
度
が
高
い
の
で
、
第
一
類
の
名
称
を
与
え
ら
れ
た
と
想
像
さ
れ
る
。

「
商
」
は
七
声
の
一
つ
で
は
あ
る
が
、
　
「
商
調
」
は
律
呂
名
で
は
な
く
、
且
つ
同
均
の
閏
調
が
「
商
角
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
第
一
類
の

名
称
と
す
る
。

第
三
類
を
特
に
宮
調
式
に
限
っ
た
の
は
、
律
呂
名
か
ら
「
読
み
替
え
の
構
造
」
で
第
三
類
の
名
称
が
決
定
し
、
そ
の
第
三
類
か
ら
右
旋
式

で
第
四
類
が
決
定
さ
れ
る
形
に
し
て
、
第
一
類
と
第
二
類
の
対
応
関
係
に
合
わ
せ
る
た
あ
で
あ
る
。

「
正
午
鍾
宮
」
と
い
う
名
称
は
律
呂
名
で
は
通
常
用
い
ら
れ
な
い
が
、
　
「
無
射
宮
」
の
俗
名
「
黄
着
金
」
と
区
別
す
る
た
め
に
「
正
」
字

を
冠
し
た
の
で
あ
ろ
う
し
、
こ
れ
か
ら
右
旋
式
で
「
正
論
鍾
宮
角
」
等
が
導
き
出
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
第
三
類
に
入
れ
る
。

湿
掻
均
の
俗
名
に
つ
い
て
は
、
　
「
正
黄
覇
王
角
」
が
な
ぜ
「
正
門
臼
飾
」
で
は
な
い
の
か
、
　
「
正
黄
翠
玉
転
徴
」
の
「
転
」
は
何
を
意
味

す
る
か
、
等
疑
問
が
あ
る
が
、
紙
幅
の
関
係
上
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

つ
ま
り
、
五
線
譜
の
二
本
の
線
の
音
程
間
隔
に
は
短
三
度
と
長
三
度
が
あ
る
。
音
階
表
示
上
の
こ
の
矛
盾
を
臨
時
記
号
で
埋
め
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
あ
る
。

労
譜
の
記
譜
法
構
造
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
王
学
に
於
け
る
記
譜
法
の
構
造
」
　
（
『
日
本
中
国
学
会
報
』
第
四
十
三
集
　
一
九
九
一
年
十
月

日
本
中
国
学
会
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

…
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『
詞
源
』
宮
調
俗
名
考
（
明
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）




